
仮称「実用Ｓ－ＰＬＵＳ仮称「実用Ｓ－ＰＬＵＳ 生生
物統計ハンドブック」発行物統計ハンドブック」発行

に向けてに向けて

稲葉弥一郎稲葉弥一郎



作成に至った経緯作成に至った経緯 １１

実務者向けＳ－ＰＬＵＳのマニュアルが無い実務者向けＳ－ＰＬＵＳのマニュアルが無い

初心者向けマニュアルが非常に少ない初心者向けマニュアルが非常に少ない

医薬開発者向けマニュアルが少ない医薬開発者向けマニュアルが少ない

良い例題を作るのが大変良い例題を作るのが大変

社内向けには必要のものだけ作った事がある社内向けには必要のものだけ作った事がある

サイエンティスト社から「実用ＳＡＳ生物統計サイエンティスト社から「実用ＳＡＳ生物統計
ハンドブック」が刊行されたハンドブック」が刊行された

例題が豊富で、ＳＡＳのプログラムリスト付例題が豊富で、ＳＡＳのプログラムリスト付



作成に至った経緯作成に至った経緯 ２２

全く同じ題材でプログラムを作成し説明した全く同じ題材でプログラムを作成し説明した
かったかった
パッケージによる違いが有るか知って欲しいパッケージによる違いが有るか知って欲しい
社内的には、ＳＡＳをＳ－ＰＬＵＳ化していたが・・・社内的には、ＳＡＳをＳ－ＰＬＵＳ化していたが・・・

ＳＡＳの「半分以下」のステップ数で書けたＳＡＳの「半分以下」のステップ数で書けた

今まで、この様な試みをした本が全くない今まで、この様な試みをした本が全くない
例題が豊富なので、しめたと感じている例題が豊富なので、しめたと感じている

SS--PLUSPLUSの良さを知ってもらう良い機会の良さを知ってもらう良い機会
データハンドリングデータハンドリング

ファイル出力・グラフ出力等・・・・・ファイル出力・グラフ出力等・・・・・



生物統計ハンドブックの目次説明生物統計ハンドブックの目次説明

第１章第１章 解析事例解析事例

第１節～第９節まで第１節～第９節まで

第２章第２章 例数設計事例例数設計事例

第１節～第５節まで第１節～第５節まで

付録付録

プログラムリストプログラムリスト



第１章第１章 解析事例解析事例 その１その１

第１節第１節 データの要約データの要約

要約統計量の算出要約統計量の算出

データは正規分布？データは正規分布？

第２節第２節 ２群の平均値の比較２群の平均値の比較

対応のない２群の平均値の差の検定対応のない２群の平均値の差の検定

Ｓｔｕｄｅｎｔの検定Ｓｔｕｄｅｎｔの検定

Ａｓｐｉｎ－Ｗｅｌｃｈの検定Ａｓｐｉｎ－Ｗｅｌｃｈの検定

Ｗｉｌｃｏｘｏｎの検定Ｗｉｌｃｏｘｏｎの検定



第１章第１章 解析事例解析事例 その２その２

第２節第２節 ２群の平均値の比較２群の平均値の比較

対応のある２群の平均値の比較対応のある２群の平均値の比較

対応のある対応のあるｔｔ検定検定

符号検定符号検定

Ｗｉｌｃｏｘｏｎの符号付順位和検定Ｗｉｌｃｏｘｏｎの符号付順位和検定



第１章第１章 解析事例解析事例 その３その３

第３節第３節 多群の平均値の比較多群の平均値の比較

一因子について多群間での違いを検討一因子について多群間での違いを検討

一元配置分散分析一元配置分散分析

多群間での平均値違いを検討多群間での平均値違いを検討

Ｋｕｕｓｋａｌ－Ｗａｌｌｉｓ検定Ｋｕｕｓｋａｌ－Ｗａｌｌｉｓ検定

交絡因子を調整して一因子について多群間での交絡因子を調整して一因子について多群間での
違い検討違い検討

共分散分析共分散分析

経時測定データについて多群間での違いを検討経時測定データについて多群間での違いを検討



第１章第１章 解析事例解析事例 その４その４

第４節第４節 相関と回帰相関と回帰

２変数間の相関を調べる２変数間の相関を調べる

Ｐｅａｒｓｏｎの積率相関係数Ｐｅａｒｓｏｎの積率相関係数

Ｓｐｅａｒｍａｎの順位相関係数Ｓｐｅａｒｍａｎの順位相関係数

回帰分析回帰分析

母相関係数の区間推定母相関係数の区間推定

薬物動態パラメータを非線形モデルにより推定薬物動態パラメータを非線形モデルにより推定

ＬＤＬＤ５０５０を推定を推定



第１章第１章 解析事例解析事例 その５その５

第５節第５節 ２値データの比較２値データの比較

２２××２分割表での出現率の比較検定２分割表での出現率の比較検定

χχ二乗検定・Ｆｉｓｈｅｒの正確な検定二乗検定・Ｆｉｓｈｅｒの正確な検定

１標本の正確な出現率の差の信頼限界１標本の正確な出現率の差の信頼限界

対応のある２つの出現率の比較対応のある２つの出現率の比較

ＭｃＮｅｍａｒ検定ＭｃＮｅｍａｒ検定



第１章第１章 解析事例解析事例 その６その６

第６節第６節 カテゴリカルデータの比較カテゴリカルデータの比較
２２××ｃｃ分割表が得られた場合の群間比較分割表が得られた場合の群間比較

ｒｒ××ｃｃ分割表の一般連関性を求める分割表の一般連関性を求める

ｒｒ××ｃｃ分割表の線形連関性を検討分割表の線形連関性を検討

ブロックのある多群の母平均をノンパラメトリックブロックのある多群の母平均をノンパラメトリック
な手法で比較な手法で比較

２値で得られる反応変数に対して共変量を考慮し２値で得られる反応変数に対して共変量を考慮し
た薬剤効果を検討た薬剤効果を検討

順序カテゴリカルデータとして得られる反応変数順序カテゴリカルデータとして得られる反応変数
に対して、共変量を考慮した薬剤効果を検討に対して、共変量を考慮した薬剤効果を検討



第１章第１章 解析事例解析事例 その７その７

第７節第７節 多重比較多重比較

多群データについて、Ｄｕｎｎｅｔｔの多重比較多群データについて、Ｄｕｎｎｅｔｔの多重比較

多群データについて、Ｔｕｋｅｙの多重比較多群データについて、Ｔｕｋｅｙの多重比較

多群データについて、Ｗｉｌｌｉａｍｓの多重比較多群データについて、Ｗｉｌｌｉａｍｓの多重比較

ノンパラメトリック版のＤｕｎｎｅｔｔの多重比較ノンパラメトリック版のＤｕｎｎｅｔｔの多重比較
現在検討中現在検討中(p(p値が出せない値が出せない))

ノンパラメトリック版のＴｕｋｅｙの多重比較ノンパラメトリック版のＴｕｋｅｙの多重比較
現在検討中現在検討中(p(p値が出せない値が出せない))



第１章第１章 解析事例解析事例 その８その８

第８節第８節 傾向性の検定傾向性の検定

ノンパラメトリックに用量・反応関係を検出ノンパラメトリックに用量・反応関係を検出
((ＪｏｎｃｋｈｅｅｒｅＪｏｎｃｋｈｅｅｒｅ Ｔｅｒｐｓｔｒａの検定Ｔｅｒｐｓｔｒａの検定))

用量・反応関係の検出用量・反応関係の検出(Cochran(Cochran--ArmitageArmitage))
用量・反応関係の検出用量・反応関係の検出((対比を用いた検討対比を用いた検討))
背景因子で層別された背景因子で層別されたｋｋ個の層を、層を併合して個の層を、層を併合して
用量・反応関係が有ることを検討用量・反応関係が有ることを検討

(Mantel(Mantel--ExtentionExtention法法)) 検討中検討中



第１章第１章 解析事例解析事例 その９その９

第９節第９節 生存時間解析生存時間解析

生存時間（生存率）を生存時間（生存率）をKaplanKaplan--MeierMeier法でノンパラメ法でノンパラメ

トリックに推定トリックに推定

生存時間データでの２群の比較生存時間データでの２群の比較
logranklogrank, Generalized , Generalized WilcoxonWilcoxon

性別、年齢、治療等が生存時間へ影響を与えて性別、年齢、治療等が生存時間へ影響を与えて
いるかどうかをいるかどうかをCoxCox回帰により検討回帰により検討((因子により生因子により生
存率に差があるかの検討存率に差があるかの検討))



第２章第２章 例数設計例数設計 その１その１

第１節第１節 １群の試験１群の試験

母比率の検定においての例数を求める母比率の検定においての例数を求める

母比率を推定するための例数を求める母比率を推定するための例数を求める

第２節第２節 ２群の比較試験２群の比較試験

計量値の優越性試験の例数を求める計量値の優越性試験の例数を求める

計量値の非劣性試験の例数を求める計量値の非劣性試験の例数を求める

比率の優越性試験の例数を求める比率の優越性試験の例数を求める

比率の非劣性・同等性試験の例数を求める比率の非劣性・同等性試験の例数を求める



第２章第２章 例数設計例数設計 その２その２

第３節第３節 用量反応試験用量反応試験
計量値の用量反応試験の例数を求める計量値の用量反応試験の例数を求める

２値データ２値データ((比率比率))の用量反応試験の例数求めるの用量反応試験の例数求める

２値データ２値データ((比率比率))の用量反応試験の例数求めるの用量反応試験の例数求める

シミュレーション、検出力曲線シミュレーション、検出力曲線

第４節第４節 生物学的同等性試験生物学的同等性試験
生物学的同等性試験において例数を求める生物学的同等性試験において例数を求める

第５節第５節 生存時間解析生存時間解析
生存時間解析において例数を求めるには生存時間解析において例数を求めるには



仮称「仮称「SS--PLUSPLUS生物統計ハンドブック」生物統計ハンドブック」

の内容はどうなるか？の内容はどうなるか？

Ｓ－ＰＬＵＳを知ってもらうため、統計の話はＳ－ＰＬＵＳを知ってもらうため、統計の話は
「ＳＡＳ生物統計ハンドブック」に任せて、プロ「ＳＡＳ生物統計ハンドブック」に任せて、プロ
グラムの詳細な説明に終始するグラムの詳細な説明に終始する

要するに、プログラム例題集にするかも要するに、プログラム例題集にするかも

データ作成も出来るだけシンプルにするデータ作成も出来るだけシンプルにする

ファイルはダウンロード出来るようにする予定ファイルはダウンロード出来るようにする予定

Ｒで動作するものは、全てテストする予定Ｒで動作するものは、全てテストする予定

Ｓ－ＰＬＵＳの簡単な操作説明？Ｓ－ＰＬＵＳの簡単な操作説明？



現在の進捗状況現在の進捗状況 １１

かなり四苦八苦していますかなり四苦八苦しています
ノンパラ・多重比較ノンパラ・多重比較
出来ないものがあるかも（悔しい）出来ないものがあるかも（悔しい）

プログラムの９割程度はテストが完了プログラムの９割程度はテストが完了
一部変更はあると思われますが一部変更はあると思われますが

出力内容の検討出力内容の検討
必要なものが出ているか必要なものが出ているか

足りないものは無いか足りないものは無いか

グラフ形式・タイトルはグラフ形式・タイトルは



現在の進捗状況現在の進捗状況 ２２

今後の作業今後の作業
出力の説明を作成出力の説明を作成

プログラムリスト、出力説明以外に何を載せるかプログラムリスト、出力説明以外に何を載せるか
Ｓ－ＰＬＵＳの簡単な操作説明Ｓ－ＰＬＵＳの簡単な操作説明

Ｓの知っておいたら便利なコマンドＳの知っておいたら便利なコマンド

ＲでのテストＲでのテスト
数理システム様にお願いするしかない数理システム様にお願いするしかない

ダウンロードサイトダウンロードサイト
数理システム様が用意する予定数理システム様が用意する予定



結び結び

協力していただいている数理システム様に感協力していただいている数理システム様に感
謝しております（今後もご迷惑をお掛けします謝しております（今後もご迷惑をお掛けします
が）が）

「実用ＳＡＳ生物統計ハンドブック」「実用ＳＡＳ生物統計ハンドブック」の出版にの出版に
関わった方々にも感謝しております関わった方々にも感謝しております

ご清聴有り難う御座いましたご清聴有り難う御座いました
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